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データから見た業界の動き（平成27年9月分）
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業界の動き
▶データから見た

▶ 売 上 高 （前年同月比）

▶ 収益状況 （前年同月比）

▶ 景 況 感 （前年同月比）
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●DI値▲6（前年同月比＋4）
●業種別DI値
　製造業 ▲10（前年同月比＋5）
　非製造業 ▲3（前年同月比＋4）
●前月比DI値
　製造業 10ポイント改善
　非製造業 10ポイント改善

●DI値▲2（前年同月比＋18）
●業種別DI値
　製造業 ▲15（前年同月比＋10）
　非製造業 ＋7（前年同月比＋24）
●前月比DI値
　製造業 不変
　非製造業 3ポイント悪化

●DI値▲18（前年同月比±0）
●業種別DI値
　製造業 ▲20（前年同月比▲5）
　非製造業 ▲17（前年同月比＋3）
●前月比DI値
　製造業 5ポイント悪化
　非製造業 不変

　当社は自動車整備と販売を主たる事業に、昭和40年に甲府市徳行
で創業、平成17年に竜王町（現甲斐市）西八幡に完全移転し、現在に
至っています。
　扱う車両は、一般普通自動車はもちろんのこと、パワーシャベルなど
車両系建設機械やフォークリフトなど荷役運搬機械も得意としており、
それら特殊車両は取り扱い台数の60%を占めています。社員18名の
内8人の整備士体制で、部品さえ調達できればどんな車両でも直す自
信があります。
　創業者の功刀健次氏には後継者が無かったため、私が平成17年に
事業を引継いだ際に創業者とともに築き上げてきた信頼と実績のある
社名をいただくこととしました。そのお陰でリーマンショック以降でも、
お客様と台数を維持することができています。

　自動車業界を取り巻く環境は大きく変化しています。普通自動車で
はハイブリッドカーや自動ブレーキ搭載車など高度な電子制御を備え
た自動車の普及、特殊車両では排ガス規制が年々厳しさを増していま
す。こうした業界の変化に柔軟に対応していくためには、経験に裏打ち
された高い知識と高度な技術をもった整備士の育成がこれまでにも
増して重要になります。自動車整備業界の経営環境の変化に対応して
いくためには人材が一番重要です。
　整備士として一人前になるためには最低3年を要します。お客さま
からは高い評価をいただき新人の教育係も担ってもらうために、働き
やすい職場環境の整備にも力を入れています。
　当社は、今年で創業から半世紀を迎えました。信頼される車修理屋
さんを目指してこれからも奮闘していきたいと思っています。　
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　9月の景況は、台風等の天候不順による生鮮食料品等の値上が
りに伴い消費者マインドの低下が色濃くなった。
　また、公共工事の発注件数や金額の減少により地域経済の景況
悪化や中国経済の急激な減速により山梨県内の電気機械器具製
造業や地場産業である宝飾業の受注が減少するなどの影響が出
始めているとの報告が多い。
　しかし、円安で日本での滞在や買い物が割安になっているのに
加え、政府による査証（ビザ）の発給要件緩和や消費税の免税制
度拡充等により訪日旅行客によるインバウンド消費は宿泊業を中
心に拡大が続いており、中国の景気下振れ
の影響は該当する業界では、まだ、うかがわ
れない。
　総じて山梨県内の中小・小規模企業は原
材料高や人手不足によるコストの増加が
続き、仕入・製造コストを押し上げるも販売
価格への転嫁が進まず収益が圧迫される
企業が増加すると見込まれる。

●情報連絡員からの景況報告の概要
9月分
平成27年

　功刀自動車株式会社　代表取締役　清水　勇 氏 （西甲府自動車整備協業組合 前理事長）
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■製造業
●食料品（水産物加工）／ギフト関係は前年比
30%減少だが、おせち関連や生食材等が順
調のため全体の売上は前年同月比120%。

●食料品（洋菓子製造）╱自社製品や台湾向け
輸出が順調のため、全体の売上は前年同月
比107%。原材料が高止まりしており採算面
は改善していない。
●食料品（菓子）╱前年よりも売上は増加傾向
にあるが、円安等の影響で原材料が高騰して
いるため値上げ分を価格転嫁できず利益確
保が難しい。

●繊維･同製品（織物）╱ネクタイや傘地は来期
用見本の準備、裏地やインテリア用品は受注
が一段落し今月は厳しい。また、クールビスに
よる影響やブランドメーカーとの生産契約が
終了したため産地としての生産量は減少傾
向にある。

●繊維･同製品（アパレル）╱秋冬物の受注は鈍
化。しかし、自社ブランドの製造販売は好調。

●窯業・土石（砂利）╱山梨県より公共工事が
追加発注されたが、道路工事が多く骨材の需
要は少ない。

●窯業・土石（山砕石）╱製品出荷量が前年当
月比12%以上減少し、さらに諸資材の高騰に
より利益率は下降気味。
●鉄鋼・金属╱全体的に受注量が下降気味。
●電気機器①╱電機、鉄鋼、機械など各業界に
おいて物量の変動が激しく納期やコスト面で
厳しい状況。短納期、低コストでの受注のた
め、原材料、人件費が割高となり受注量が増
加しても採算が難しい。

●電気機器②╱中国経済が急激に減速してい
るため、国内の景気も急速に鈍化。
●宝飾(研磨)╱中国の金融不安から中国人バ
イヤーの仕入が慎重になっている。国内需要
は非常に厳しい。
●宝飾(貴金属)╱業況は低下気味。

■非製造業
●卸売（紙製品）／国内需要が増加し価格を押
し上げている。新聞や雑誌の講読数が半減
し、さらに古紙は減少傾向。仕入れ競争が激
化し収益確保が厳しい。

●卸売（ジュエリー）╱国内需要が厳しい上、中
国経済の減速などにより中国バイヤーへの
販売も下降気味。例年、クリスマス商戦に向
けての受注がある時期だが、動きが鈍い。
●小売（青果）╱台風等の影響により入荷量が
減少したため、価格面は高値で推移。消費減
少と売上減少が直結し全体的に収益減。

●小売(食肉)╱前年同月比、売上は伸長。国内
産の豚肉の取引価格が値下がりしたため、収
益面も多少好転。

●小売（石油）╱原油価格、卸売価格の値下が
りにより市場価格も下がっているため粗利益
を圧迫。慢性的な人手不足で人材確保難。
●不動産取引╱値引き交渉の依頼が多く、八ヶ
岳南麓の物件の問い合わせが増加傾向。

●宿泊業╱シルバーウィークがあり宿泊が好
調。外国人旅行者は増加傾向にあるため連
休直前の宿泊予約は困難な状況。

●美容業╱固定客の減少や高齢化のため客
単価、売上ともに伸びない。

●警備業╱売上は、前年同月比5%減、前月比
5%増。販売価格や取引条件は改善傾向。

●建設業（総合）╱9月の県内公共工事動向
は、前年同月比、件数9%減少、請負金額7%
減少。9月までの累計では、件数10%減少、請
負金額8%減少。
●建設業（型枠）╱業況悪化。仕事量の絶対数
が少なく、暇な状況が続いている企業が多
い。
●建設業（鉄構）╱首都圏等の県外物件により
稼働率を高め経営を維持。慢性的な技術者・
技能者不足。

●設備工事（電気工事）╱民間工事は増加傾
向だが、公共工事は減少。元請工事が減少し
て下請工事が増加傾向。
●設備工事（管設備）╱円安による原材料の値
上げ等、経費の上昇分を価格に転嫁できず
体力を消耗。人手不足による人件費の増加も
収益悪化の懸念材料。

●運輸（タクシー）╱業況回復ではないが、イベ
ント開催等があり売上は前年同月比伸長。
●運輸（トラック）╱労働時間を短縮させるた
め、高速道路の使用が増加し前年同月より経
費増。


